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プログラム

教育セッション 1

スポンサードセッション 1

総　会

一般演題 2「教えて！みんなのフットケア 1」

9：00 ～ 09：50

10：00 ～ 10：50

11：55 ～ 12：15

11：00 ～ 11：50

共催：株式会社メディコン

「糖尿病足病変に対するリハビリテーションの関わり」
座長：柿原  稔永（キナシ大林病院  リハビリテーション科）
演者：河辺  信秀（東都大学幕張ヒューマンケア学部理学療法学科）

「重症下肢虚血と戦う」
座長：難波  経立（KKR 高松病院  循環器内科）
演者：加藤  拓（京都第一赤十字病院  循環器内科）

座長：矢野  誠二（総合病院回生病院  リハビリテーション部）

「糖尿病性足壊疽に対し MTP 関節離断術と装具の最適化が奏功した一例
　～ 8 か月間の奮闘とオーダーメイド装具への思い～」
演者：奥池  真弓（独立行政法人地域医療機能推進機構  りつりん病院）

「アーチサポートインソールによる動的バランス機能の変化と横アーチ高率との関連」
演者：遠藤  誠治（一般財団法人三宅医学研究所）

「扁平足に対するアーチサポートインソールが高齢者の歩行機能に及ぼす影響」
演者：宮澤　  亮（一般財団法人三宅医学研究所）

「糖尿病性足底潰瘍に、足底装具を製作した経験」
演者：山本  宗平（橋本義肢製作株式会社）

「足趾潰瘍リスクのある患者に対し除圧フェルトを作成した症例について」
演者：大林  真裕子（一般財団法人  三宅医学研究所  附属三宅リハビリテーション病院）

A 会場（6F　かがわ国際会議場）

08：20 ～ 00：00　開場（受付）
08：45 ～ 08：50　開会式
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教育セッション 2

ランチョンセミナー 1

スポンサードセッション 2

会長企画

シンポジウム

閉会式、次期大会長挨拶
一般演題優秀賞発表

14：30 ～ 15：20

12：30 ～ 13：20 共催：ボストン・サイエンティフィック  ジャパン株式会社

15：30 ～ 16：20

13：30 ～ 14：20

16：30 ～ 17：20

17：30 ～ 17：40
　

共催：日本メドトロニック株式会社

「フレームワークを用いた糖尿病足病変管理」
座長：木暮  鉄邦（香川大学医学部附属病院  形成外科）
演者：菊池  守（下北沢病院）

座長：關  秀一（近森病院  循環器内科）

「チーム医療で挑む CLTI 診療　～高松赤十字病院　下肢救済チームの現状～」
演者：多田  典弘（高松赤十字病院  循環器内科）

「当院における CLTI 診療の実際」
演者：今井  龍一郎（近森病院  循環器内科）

「浅大腿動脈病変に対して薬剤溶出性バルーン（DCB）を第一選択とする意義とその成績」
座長：山岡  輝年（松山赤十字病院  血管外科）
演者：小林  平（広島総合病院  心臓血管外科）

「誰を、どうしたいのか」～目的と手段の整合性
座長：辻󠄀  哲平（香川大学医学部  循環器・腎臓疾患地域医療学講座）
演者：田尾  和俊（四国学院大学教授、麺通団団長）

「教えて！足を守るためにできること」
座長：政田  美喜（三豊総合病院）
　　　門田  千晶（香川大学医学部附属病院）

「教えて！足を守るためにできること ～大学病院の皮膚排泄ケア特定認定看護師の立場から～」
演者：藤井  香織（鳥取大学医学部附属病院  看護部  皮膚・排泄ケア特定認定看護師）

「教えて！足を守るためにできること ～皮膚・排泄ケア特定認定看護師の立場から」
演者：平良  亮介（総合病院  水島協同病院  看護部）

「在宅における糖尿病足病変患者へのフットケアの現状と課題 ～訪問看護師の立場から～」
演者：藤本  さとし（セントケア四国株式会社  セントケア訪問看護ステーション丸亀）

「教えて！足を守るためにできること ～血液浄化療法室の立場から～」
演者：古市  奈弥（香川大学医学部附属病院  看護部）
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一般演題 3「教えて！地域のフットケア」

一般演題 1「教えて！透析室のフットケア」

14：30 ～ 15：20

10：50 ～ 11：50

座長：本条  崇行（香川大学医学部附属病院  循環器内科）

「訪問看護師による地域医療連携の促進が難治性褥瘡の治癒につながった事例
　～医療者連携における意思決定支援の重要性～」
演者：德住  智恵（独立行政法人地域医療機能推進機構  りつりん病院）

「フットケア外来の多職種連携と地域連携の取り組み」
演者：坂本  千夏（倉敷市立市民病院）

「在宅医療の経験（形成外科医師の立場から）」
演者：小山  晃子（倉敷市立市民病院  形成外科）

「当院における足病患者診療における誰でもできる工夫 ～当科での反省症例を踏まえて～」
演者：小林  潤貴（大雄会第一病院  形成外科）

座長：西島  陽子（香川大学医学部  循環器・腎臓疾患地域医療学講座）

「下肢管理業務における患者教育」
演者：山崎  さおり（KKR 高松病院  臨床工学科）

「透析患者のフットケアのあり方を考える」
演者：佐伯  知世（高知県立あき総合病院）

「当院における維持血液透析患者へのフットケアの現状」
演者：西山  直子（四国こどもとおとなの医療センター）

「透析患者における下肢末梢動脈疾患（LEAD）早期発見と末梢動脈疾患に対する包括的管理」
演者：池田  美樹（純心会  善通寺前田病院）

「維持透析外来患者へのフットケアの取り組み実践報告」
演者：門田  由紀枝（独立行政法人国立病院機構東徳島医療センター）

「当院におけるフットケアへの取り組み」
演者：隈部  貴行（医療法人社団  海部医院）

B 会場（1F　展示場 1）

ランチョンセミナー 212：30 ～ 13：20 共催：株式会社カネカメディックス

座長：弓場  健一郎（徳島赤十字病院  循環器内科）

「症例から学んだレオカーナの注意点」
演者：辛島  詠士（下関市立市民病院  循環器内科）

「困っていませんか？透析患者フットケアの地域連携
　～レオカーナへの期待と安全な導入について～」
演者：瀧波  裕之（高松赤十字病院  下肢救済チーム  循環器内科）
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一般演題 4「教えて！みんなのフットケア 2」16：30 ～ 17：20

座長：瀧波  裕之（高松赤十字病院  循環器内科）

「糖尿病性神経障害がある外来血液透析患者の下肢関節可動域制限」
演者：長井  梓苑（KKR 高松病院）

「歩行自立の判断を ORPHE ANALYTICS MEDICAL を用いて検討した症例」
演者：橿原  圭翔（一般財団法人  三宅医学研究所  附属三宅リハビリテーション病院）

「脳出血受傷後の歩行についてORPHE ANALITICS MEDICALを活用しての歩行分析」
演者：久保田  洋介（一般財団法人三宅医学研究所  天神前みやけ通所リハビリテーションセンター）

「レオカーナ治療を導入し潰瘍が完治した患者の反応と経過」
演者：藤岡  真澄（三上クリニック第二分院）

「吸着型血液浄化の有効な使用について」
演者：池野屋  慎太郎（松江赤十字病院  形成外科）

「抗リン脂質抗体症候群による両側下肢潰瘍の 1 例」
演者：木村  知己（川崎医科大学  形成外科学）

座長：楢崎  晃史（鳥取県立中央病院  糖尿病・内分泌・代謝内科）

「新たな学会認定制度について」
演者：松岡  美木（埼玉医科大学病院  褥瘡対策管理室  褥瘡管理者 / 看護師）

「下肢動脈疾患を持つ患者のフットケア ～フットケアのみで足病変が改善した 3 症例～」
演者：猪原  淳子（福山循環器病院）

「足病変に対するフットケア介入により活動性の改善が得られた症例について」
演者：廣瀬  桂子（附属三宅リハビリテーション病院）

スポンサードセッション 315：30 ～ 16：20 共催：アルケア株式会社

「下肢静脈うっ滞性潰瘍の治療戦略」
座長：杉山  悟（広島はくしま病院）
演者：山下  雄太郎（徳島大学  形成外科）
演者：尾田  睦美（きたじま田岡病院  皮膚・排泄ケア認定看護師）

フットケア指導士講習会

評議委員会

認定委員会企画「新しくなった学会認定制度について ~ 学会資格を取得して活動をしてみませんか？～」

9：00 ～ 11：20

8：15 ～ 8：45

11：40 ～ 12：20

　B 会場（1F　展示場 2）

　ビジネスルーム


